
令和４年度学校評価総括表
徳島県立阿南支援学校

教育目標 本年度の重点課題

＜徳島県教育の基本目標＞
１ 安心・安全な学校づくり

とくしまの未来を切り拓く，夢あふれる「人材」の育成 ・感染症予防，事故防止対策の徹底
・各種の災害に備える防災対策の充実
・即時の課題共有と解決策の立案・実践

＜学校経営基本方針＞

１ 教育方針 ２ 多様性を育むキャリア教育の展開
一人一人の特性に応じた教育を行い，その可能性を最大に伸ばし，社会参加や自立に ・本人中心の教育の実現
つながる児童生徒の育成を図る。 ・卒業後を見据えた指導内容の精選

・教員の専門性，指導力の向上

校 訓 ・ICT機器を活用した教育の推進
あかるく ゆたかに たくましく

２ 教育目標 ３ 地域とともにある学校づくり
・地域と連携した教育活動の推進

（１）自らが生活するための基礎的な力を身につけ，進んで身の回りのことができる児 ・地域交流及び地域貢献活動の展開
童生徒を育てる。 ・コミュニティスクール制度を軸とした学校運営

（２）健康で安全な生活に努め一人一人に応じた体力づくりを行い，粘り強く活動でき
る児童生徒を育てる。

（３）学ぶことに興味をもち，豊かな感性を養い，自分の思いを表現できる児童生徒を
育てる。

（４）生活経験の拡大を図り，人との関わりを深め，集団生活で協調できる児童生徒を
育てる。

（５）社会生活に必要な知識や技能を習得し，積極的に社会参加・自立できる児童生徒
を育てる。



［令和４年度学校評価総括表 小学部］ （学校名：徳島県立阿南支援学校）

自 己 評 価 学 校 関 係 者 評 価 次年度への課題と
重点目標 評価指標と活動計画 評 価 学 校 関 係 者 の 意 見 今後の改善方策

評価指標 評価指標の達成 総 合 評 価
〔本年度の重点課題〕 １ 学部内アンケートにおいて，児童の安全や 児童の安全や健康に関しての情報共有につい （評定） 児童の安全や健康に関しての情

健康について情報の共有ができたと回答した学 て，アンケートでは「共有できた」「概ねで B 報共有においては，学部会や職朝

安心・安全な学校づくり 部教員が，全体の 90％以上になる。 きた」と全教員が回答した。 を通して密に行うことができ，今
後も継続していきたいと考えてい

活動計画 活動計画の実施状況 （所見） る。感染症対策については，現状

〔下位組織レベル〕 １-①感染症予防のために，手洗いや手指消毒， １ -①手洗いや消毒の徹底と，体調を見て検 感染症予防としては， と同様の対策をしながら，今後の
検温等を適宜行い，健康観察を常に行う。 温を適宜行うなどの健康観察に努めた。 活動計画に加え，必要に 状況を見て見直し等を図っていく

１ 児童の安全や健康につい １-②授業場所の換気や，学習時や給食時の机の １ -②教室の換気，授業・給食時の距離や机 応じて集会を分散で行っ 必要があると思われる。

ての情報共有及び事故防止対策 配置等を工夫する。 の向きの工夫，ゴーグル等の使用を実施した。たり，クラス対応での活 事故防止対策については，アン
の徹底 １-③毎日１回は各学級をまわって，児童の状況 １-③児童の様子を毎日確認するように努め，動を実施したりした。 ケートでは「できた」「概ねでき

等を確認し，環境設定等が不十分であれば改善 必要に応じてクラス対応にするなど感染対策 事故防止対策について た」との回答が 96 ％であり，学
する。 を行った。 は，そのような事象が起 部として対策ができていたと考え
１-④月２回の学部会において，各児童の健康や １ -④学部会や終礼で，児童の健康や安全に きたときにすぐに報告等 る。しかし，「児童がつまずくな

安全に関する配慮事項について，毎回情報共有 関する状況等の情報共有の時間を毎回設定 を行い，学部内で周知を どがあるため，各教室の廊下前に

の時間を設定する。部会欠席者には部会記録を し，配慮事項などを全員で確認するようにし 行った。それにより，注 置いている物品の整理が必要」と
後日回覧し，全員に伝達する。 た。 意喚起を図ることがで いう意見もあったことから，今後

１-⑤けがや事故につながる恐れのある事象につ １ -⑤事故やけが等の事例があったときには き，事故防止につなげる 廊下や教室内の物品の整理につい

いては，インシデント・アクシデント報告書を 報告書を作成し，職朝等で伝え注意喚起を行 ことができたと考える。 ても今後考えていく必要がある。
作成し，注意喚起や事故防止対策を行う。 った。

１-⑥職員朝会や部会で周知し，共通理解と注意 １ -⑥児童の安全面や健康に関して配慮事項
喚起を図る。 が生じたときには，職朝で共通理解を図った。

評価指標 評価指標の達成 総 合 評 価
〔本年度の重点課題〕 １ 個別の指導計画の短期目標設定時に，「日 日常生活チェックシートを活用して個別の指 （評定） 日常生活の指導については，チ

常生活の指導（朝・給食・帰り）」の日常生活 導計画の短期目標を前期・後期ともに１つ以 Ｂ ェックシートの活用により，児童

多様性を育むキャリア教育の チェックシートを活用して，目標を１つ以上設 上設定した。前期目標の達成率は 95 ％，後 のほとんどが目標を達成すること
展開 定する。その目標を達成した児童が全体の 90 ％ 期目標の達成率は 90％であった。 ができている。今後も，日常生活

以上になる。 （所見） の指導において，子どもの実態に

〔下位組織レベル〕 活動計画 活動計画の実施状況 前期・後期の目標達成率 合わせて自立度を高めていく取組
１-①４，５月に「日常生活の指導（朝・給食・ １ -①日常生活チェックシートを使用して児 から，日常生活チェック を継続していきたい。

１ 基本的生活習慣や日常生 帰り）」の日常生活チェックシートを活用して 童の実態把握を行うとともに，各児童１つ以 シートの活用が，児童の グループ検討会については，各

活に必要な基礎的な知識・技能 実態を把握し，短期目標の立案をする。 上短期目標を立案した。 実態把握や適切な目標設 グループのリーダーが取組経験が
を養い，児童の自立度を高める。 １-②４グループに分かれてグループ検討会を実 １-② 2 ヶ月に 1 回程度，各グループで検討 定に有効であったと考え ある教員がほとんどであったた

施し，進捗状況を確認する。目標や手立てにつ 会を実施した。相談した事例においては，指 る。 め，スムーズに検討会を実施する

いて検討が必要なケースや指導方法で悩んでい 導方法や環境設定を見直すことで，指導の改 グループ検討会では，日 ことができた。今後も取組を継続
るケースについて，グループ内でアイデアを出 善を図ることができている。 常生活の指導に関する事 していくために，リーダーを担う

し合う。 例以外にも，普段の指導 人材の育成が今後の課題であると

１-③日常的にポジティブな支援を意識できるよ １ -③自分の褒め方だけでなく，他教員の褒 で悩んでいることについ 考える。
うに，グループ検討会で児童への褒めエピソー め方についてのエピソードも多く，色々な褒 て相談することもできて 2 月に実施するアンケートも参
ドを発表し合う。 め方を共有することができた。 おり，指導について一緒 考にしながら，来年度の取組につ

１-④個別の指導計画の評価後に，達成状況をま １ -④アンケートを実施し，前期・後期目標 に考える良い機会になっ いて検討し，必要に応じて改善を
とめる。 の達成状況をまとめ，把握した。 ている。 図りながらより良い取組になるよ

１-⑤年度末に学部教員にアンケートを実施し， １ -⑤ 2 月以降に取り組みに関するアンケー うにしていきたい。

次年度の課題と改善策を検討する。 トを実施し，必要に応じて改善を行っていく
予定である。

＊ ｢評定｣の基準 Ａ：十分達成できた Ｂ：概ね達成できた Ｃ：達成できなかった



［令和４年度学校評価総括表 中学部］ （学校名：徳島県立阿南支援学校）

自 己 評 価 学 校 関 係 者 評 価 次年度への課題と
重点目標 評価指標と活動計画 評 価 学 校 関 係 者 の 意 見 今後の改善方策

評価指標 評価指標の達成 総 合 評 価 教委委員会事業であるインター

〔本年度の重点課題〕 １ 学部内のアンケートにおいて地域交流および 地域交流および地域と連携した活動に関す （評定） ンシップ（農福連携）およびＳ
地域とともにある学校づくり 地域と連携した活動により社会参加への関心と意 るアンケートにおいて，「とてもよい」「よ Ｂ ＤＧ’ｓ（はぴエコ）は継続し

欲の向上につながったと回答した学部教員が 80 ％ い」と回答した教員が 86％であった。 て実施する。予算の都合もある

〔下位組織レベル〕 以上になる。 が今年度に引き続き実態に応じ
１ 地域と連携した教育活動 （所見） た取り組みを検討したい。同様

による社会参加への関心と意欲 活動計画 活動計画の実施状況 活動について肯定的な回 に学部全体で行う活動と音楽や

の向上 １-①地域との学校間交流を年間２回（２校）行う。 1-①学校間交流を２回（２校）行った。 答が得られ生徒の社会参 陶芸交流など各教科毎で実施で
１-②地域の事業所と連携したインターンシップ等 1-②地域の事業所２カ所と連携したインタ 加への関心と意欲の向上 きる活動についても検討したい。

の活動を行う。 ーンシップ等の活動を行った。 につながる活動であった また，単発で終える活動だけで

１-③地域人財を活用した交流活動を行う。 1-③ OLUYO との ZOOM による交流活動を といえる。インターンシ なく ZOOM による経過報告など
行った。 ップ事業では事業所就労 継続して実施することで生徒の

１-④特別活動および生活単元学習において事前事 1-④すべての活動で学部集会や生活単元学 を希望する生徒を対象に 社会参加への関心や意欲の向上

後学習を行い，地域生活について学ぶ機会をもつ。 習において事前事後学習を行った。 した取り組みが実施でき につなげたい。
１-⑤年度末に教員アンケートを実施し，達成度の 1-⑤アンケートを実施し達成度を確認し， た。エシカル活動は各行

確認と次年度への課題と改善策を検討する。 次年度への課題と改善策を検討した。 事との兼ね合いで実施時

期が遅れた。OLUYO との
交流ではコロナの影響で

１回が中止，１回は ZOOM
による活動となった。

評価指標 評価指標の達成 総 合 評 価 引き続き「チェックシート」を
〔本年度の重点課題〕 １ 生徒の実態に応じて「朝・給食・帰りのチェ １ ２タイプの「チェックシート」を活用 （評定） 活用することで正しい実態把握

多様性を育むキャリア教育の ックシート」または「清掃のチェックシート」を して日用生活の指導の目標を立てた生徒の Ｂ と目標設定の参考にする。日常

推進 活用して個別の指導計画の目標を立て，目標を達 割合は 76 ％。このうち目標を達成した生徒 生活の指導の時間におけるグル
成した生徒が全体の 90％以上になる。 が 92％であった。 ープ毎での取り組みも継続して

行う。全体報告会の機会が十分

〔下位組織レベル〕 活動計画 活動計画の実施状況 （所見） に設定できなかったため次年度
１ ポジティブな行動支援に １-①小学部で活用する「朝・給食・帰りのチェッ 1-①２タイプの「チェックシート」を活用 前期・後期の目標達成率 は組織体制を確立し計画的に進

より小中高がつながる学びの推 クシート」，高等部で活用する「清掃チェックシ して生徒の実態把握を行い，実態に応じて から「チェックシート」 める必要がある。高等部への系

進と情報共有 ート」を活用し，正確な実態把握と指導目標の設 目標設定の参考とした。 の活用が生徒実態把握や 統的な取り組みとして個別課題
定を行う。 目標設定において有効で を教員全員で検討する第３層支

１ -②生徒の実態に応じて日常生活の指導のグル 1-②日常生活の指導の時間において実態に あったと考えられる。ま 援は昨年度から実績を上げてい

ープ編成を行い，実践の効率化を図る。 応じたグループを編成し，実践を行った。 た日常生活の指導の時間 ると思われるため継続して実施
１-③定期的（年間３回）に報告会を持ち，進捗状 1-③各グループにおいて必要に応じて検討 において実態に応じてグ したい。

況を確認して指導方法の改善を検討し，生徒のス 会をもち指導方法の改善を行った。学部で ループ編成し清掃等の実

キル獲得と自主性の向上に役立てる。 の報告会を１回実施した。 践を行うなど効率的なシ
１-④日常生活の指導以外個別課題について記録を 1-④生徒２名の個別課題について担任より ステムを構築することが

取り，報告会にて提案して指導方法の改善やアイ 報告会にて提案し，指導方法の改善につい できた。

デアを出し合い実践に役立てる て検討し実践した。 日常生活の指導に関して
１-⑤コンサルテーション事業を活用し，具体的な 1-⑤生徒１名についてコンサルテーション グループ毎の検討を多く

指導方法について助言を頂き，全教員で情報共有 事業を活用し指導方法についての助言を受 持ったことで細かな指導

する。 けた。全教員で情報共有を行った。 方法の検討に役立った。
１ -⑥クラスまたはグループ毎の取り組みについ 1-⑥各クラス１事例を事例報告集としてま 全体での報告会をもつ機

てまとめ，事例報告集として成果を教員間で共有 とめ，全教員で情報共有を行った。 会が少なかった。２件の

する。 個別事例について担任か
１-⑦年度末の個別の指導計画評価後に達成度を確 1-⑦指導計画評価後に教員アンケートを実 ら課題があがり全教員で

認したり，学部教員アンケートを実施し，次年度 施し次年度への課題と改善策を検討する予 指導方法について検討し，

への課題と改善策を検討する。 定。 第３層支援を実践するこ
とができた。

＊ ｢評定｣の基準 Ａ：十分達成できた Ｂ：概ね達成できた Ｃ：達成できなかった



［令和４年度学校評価総括表 高等部］ （学校名：徳島県立阿南支援学校）

自 己 評 価 学 校 関 係 者 評 価 次年度への課題と
重点目標 評価指標と活動計画 評 価 学 校 関 係 者 の 意 見 今後の改善方策

評価指標 評価指標の達成度 総 合 評 価 新型コロナウイルス感染症に

〔本年度の重点課題〕 １ 学部会の開催時に，感染症予防や事故防止に １ 学部会や学年会において，感染症予防 （評定） ついては，予断を許さない状況
向けた情報共有・対応策検討の機会を設ける。 や事故防止に向けた対応策の検討を行い， Ｂ が当面は続くと考えられる。徳

安心・安全な学校づくり 職員間での連携をはかり，情報共有のため 島アラート等各種警報の発出状

の機会をもった。 （所見） 況を見据えながら，感染予防の
活動計画 活動計画の実施状況 感染症予防に留意した ための対策を講じる必要がある。

〔下位組織レベル〕 １－①感染症や事故に関する情報を管理職に報告 １－①感染症や事故に関する情報を管理職 配膳方法に基づいて給食 生徒に関するトラブルについ

するとともに学部会等で共有し，対応策を検討し に報告するとともに学部会や学年会で共有 指導を行うなど，状況に ては，教員間における情報共有
１ 感染症予防，事故防止対 て周知する。 し，具体的な対応策を検討して周知をした。 応じた対策を講じられた。 を徹底し，学部をあげて問題行

策の徹底 １－②事故及び重大な事故や怪我につながるおそ １－②事故及び重大な事故や怪我につなが 生徒に関するトラブル 動の予兆を把握し，未然防止に

れのある事案について，「インシデント・アクシ るおそれのある事案について，「インシデ について，早急に学部内 努めるとともに，発生してしま
デント」の報告書の作成を促し，高等部の共有フ ント・アクシデント」の報告書の速やかな での周知をはかり，再発 った場合の迅速・適切な対応策

ォルダにて管理し，情報共有をはかる。 作成を促し，高等部の共有フォルダにて管 防止に向けての協議を行 について，平時より検討し，準

理し，情報を共有した。 うことができた。 備をしておくことが重要である。

評価指標 評価指標の達成度 総 合 評 価 新型コロナウイルス感染症の
〔本年度の重点課題〕 １ コミュニケーション能力・社会性の向上が見 １ 90 ％以上の生徒に，コミュニケーショ （評定） 影響で，日常生活におけるコミ

られた生徒が 80％以上になる。 ン能力・社会性の向上が認められた。 Ｂ ュニケーションの取り方にも，

多様性を育むキャリア教育の ２ 行事ごとにホームページの更新を行い，高等 ２ 多岐にわたる様々な行事ごとにホーム 感染防止に配慮した工夫が必要
展開 部の教育活動についての情報発信を行う。 ページの更新を行い，高等部の教育活動に （所見） とされ，他校との交流及び共同

ついての情報発信を行った。 自立活動で扱ったソー 学習についても，積極的に推進

活動計画 活動計画の実施状況 シャルスキルトレーニン することが難しい状況が続いて
〔下位組織レベル〕 １－①個別の指導計画において，コミュニケーシ １－①②個別の指導計画において，多くの グの指導内容・方法につ いる。このことに鑑みつつ，コ

ョン能力・社会性の向上に関する目標を立て，実 生徒にコミュニケーション能力・社会性の いて，外部講師のアドバ ミュニケーション能力や社会性

１ コミュニケーション能力 践する。 育成に関する能力の向上が認められた。 イスを受けて改善・充実 を身につけるための教育活動の
・社会性の育成 １－②個別の指導計画において，コミュニケーシ １－③各学科・コース・グループ毎に，担 に努めたこと等により， あり方について，引き続き検討

ョン能力・社会性の育成に関する項目の評価が向 当者が中心となって学習計画を立て，指導 授業での学びを学校生活 していかなければならない。

２ ICT 機器を活用した教育 上しているかどうかをチェックする。 を行った。また，外部講師を招聘して課題 全般に有機的に反映させ 遠足や数学旅行等の学校主催
の推進 １－③自立活動で扱うソーシャルスキルトレーニ のある生徒のコンサルテーションや，教員 ることができた。 の行事の他にも，地元に拠点を

ングの指導内容・方法を検討し，共有する。 対象の研修会を実施し，指導内容及び方法 生徒たちが参加した校 おく様々な組織やグループと連

についてのアドバイスを受けた。 内外の様々な行事に関し 携した活動を行い，その内容に
２－①遠足や就業体験，修学旅行等の行事ごとに ２－①遠足や，阿南商工会議所女性会との て，ホームページにアッ ついての情報発信を行うことで，

ホームページの更新を行い，活動内容についての 協働による環境問題をテーマとした紙芝居 プロードしてその活動内 地域に根ざし，開かれた学校の

情報発信を行う。 の制作，スーパーオンリーワンハイスクー 容について紹介するなど， イメージの，さらなる浸透をは
ル事業に関する活動など，行事ごとにホー 情報発信を行うことがで かる必要がある。

ムページの更新を行い，情報発信を行った。 きた。

評価指標 評価指標の達成度 総 合 評 価 竹林から切り出した竹を加工

〔本年度の重点課題〕 １ 竹林再生会議と連携し，地域の竹林から調達 １ 竹林再生会議と連携し，地域の竹林か （評定） し，漬け込み，竹紙を漉くまで
できる材料を活用した，竹紙の紙漉き作業や竹水 ら調達した材料を活用して，竹紙の紙漉き Ｂ の一連の工程を安定して行うた

地域とともにある学校づくり 石けん作り等の学習活動を実施する。 作業や竹水石けん作り等の学習活動を実施 めに必要となる，十分な広さの

した。 （所見） スペースの確保が，継続的な課

活動計画 活動計画の実施状況 地元の竹林から切り出 題となっている。いろいろと工
〔下位組織レベル〕 １－① １－① した竹を原料として，自 夫をして活動場所の確保に努め

５月～竹紙の原料となる竹の加工や漬け込み， ５月～竹の加工や漬け込み，竹水の採集等 分の卒業証書用の竹紙を ながら，作業学習の一講座とし

１ 地域資源を活用した学習 石けんの原料となる竹水の採集等の作業 の作業を開始した。６月～竹紙の紙漉きや 漉いたり，竹紙製の名刺 て，竹紙作りに継続して取り組
活動の推進 を開始 竹水石けん作り等の作業を開始した。７月 を配付したり，地域の催 んでいきたい。また，地域の催

６月～竹紙の紙漉き作業や竹水石けん作り等 ～漉き上がった竹紙を用いた名刺等の作品 しで竹紙作品を展示・販 し等に竹紙作品を展示・販売す
７月～漉き上がった竹紙を用いた作品作り等 作りを開始した。10 月～徳島県庁や阿南市 売したりするなど，地域 るなど，機会をとらえて地域社

11月～２月 作品展示及び成果の発表等 役所にて竹紙製の名刺を配付し，活竹祭で 住民と交流を深め，地域 会に発信する活動の幅も広げて

３月～次年度の活動に向けた課題の検討等 竹紙作品の展示・販売を行った。３月～次 社会に根ざした学習活動 いきたい。
年度の活動に向けた課題を検討する。 を展開することができた。

＊ ｢評定｣の基準 Ａ：十分達成できた Ｂ：概ね達成できた Ｃ：達成できなかった



［令和４年度総括評価表 総務課］ （学校名：徳島県立阿南支援学校）

自 己 評 価 学 校 関 係 者 評 価 次年度への課題と
重点目標 評価指標と活動計画 評 価 学 校 関 係 者 の 意 見 今後の改善方策

評価指標 評価指標の達成度 総 合 評 価 備蓄食については，長期保
〔本年度の重点課題〕 １－①長期保存可能な備蓄食を，児童生徒の １－①長期保存可能な備蓄食を，児童生徒の９ （評定） 存の備蓄食が実態に合わない

安心・安全な学校づくり ９０％以上が準備することを継続する。 ６％程度が準備することを継続できた。 児童生徒については，個別に

Ｂ 備蓄食を準備して頂いている
１－②災害時の対応について，本校職員の理 １－②災害時の対応について，本校職員の理解 が，消費期限の確認を確実に

解を高める。 を高めることができた。 するとともに，できるだけ長

期保存できる備蓄食で実態に
１－③避難訓練に，従来までにはなかった訓 １－③避難訓練に，従来までにはなかった訓練 合う物を模索していければと

〔下位組織レベル〕 練を追加する。 を追加した。 考える。

１ 校内の防災対策の見直し 災害時の本校の避難所とし
・検討をし，必要な訓練を行 ての機能や避難所開設の初動

う。 活動計画 活動計画の実施状況 （所見） としてのアクションカードに

１－①個別に児童生徒の備蓄食について調査 １－①個別に児童生徒の備蓄食について調査・ 令和２年度から切り替え ついては，今年度予定してい

・確認をする。長期保存可能な備蓄食に切り 確認をし，長期保存可能な備蓄食に切り替えが を行った備蓄食について， た職員へのアンケートが訓練
替えができていない児童生徒については，保 できていない児童生徒については，保護者へ切 継続して準備が進んでいる 日変更で未実施のため，次年

護者へ切り替えを促すようにする。 り替えを促した。 ことは良かった。 度も継続して行っていきた

長期保存の備蓄食が実態に合わない児童生徒 災害時の本校の避難所と い。
については，実態に合った備蓄食を準備できた。しての機能や避難所開設の 避難訓練について，教員配

１－②ミニ研修等で災害時の本校の避難所と １－②職員会議で災害時の本校の避難所として 初動としてのアクションカ 置等をより実際の場面に沿っ

しての機能や避難所開設の初動としての「避 の機能や避難所開設の初動としての「避難所運 ードについては，今後も引 て訓練を行う予定だったが，
難所運営アクションカード」について本校職 営アクションカード」について本校職員に伝え き続き本校職員に伝え，周 休校により計画通りの実施が

員に伝えるとともに，災害時の連絡体制につ るとともに，災害時の連絡体制について確認を 知を高める必要があると感 できなかったため，今後も継

いて確認を行う。 行った。 じる。 続して取り組んでいきたい。
避難訓練時のヘルメット また，今年度実施できなか

の活用について，定期的に った地域連携協議会の実施が

１－③昨年度から取り入れたヘルメットの活 １－③昨年度から取り入れたヘルメットの活用 ヘルメットを訓練で用いる できるように，計画を立てて
用を継続するとともに，より実際の場面に沿 を継続して行った。教員配置等をより実際の場 ことで，実用生や着用の意 実施したい。

った訓練ができるように，教員配置等を考慮 面に沿って訓練を行う予定であったが，訓練当 識が高まっている。

した訓練を行う。 日が降雪のため臨時休校となったため日時と内
容を変更して実施する予定である。

＊ ｢評定｣の基準 Ａ：十分達成できた Ｂ：概ね達成できた Ｃ：達成できなかった



［令和４年度総括評価表 教務課］ （学校名：徳島県立阿南支援学校）

自 己 評 価 学 校 関 係 者 評 価 次年度への課題と
重点目標 評価指標と活動計画 評 価 学 校 関 係 者 の 意 見 今後の改善方策

評価指標 評価指標の達成度 総 合 評 価 来年度５月より新型コロナ
〔本年度の重点課題〕 １ 各学部の実態に合わせた新型コロナウイ １ 11 月の授業参観は，新型コロナウイルス （評定） の感染症法上の位置づけが

安心・安全な学校づくり ルス感染症予防対策を講じ，本来の学校行事 感染症による学部閉鎖があったため実施できな Ｂ 「５類」に移行することを受

数の 70％程度を実施する。 かったが，２月の参観日は保護者案内まで完了 け，体験入学会，オープンス

〔下位組織レベル〕 している。その他の行事については，各学部ご クール，卒業式への在校生の
１ 新型コロナウイルス感染 とに会場を分散するなど対策を講じ実施するこ 参加等が段階的に再開される

症予防対策として，教務課が とができた。 と予想される。各学部の意見

担当する行事の実施方法や内 活動計画 活動計画の実施状況 （所見） を十分に聞き取り，教務課が

容等について検討する。 １ 授業参観について可能な限り実施できる １ 授業参観については各学部毎に分かれる一 学部や学級閉鎖以外であ 担当する行事の実施方法につ
よう計画案を複数用意し各学部の実態に応じ 昨年度の案と活動場所に集まる人数を半分に分 れば，授業参観の実施のめ いて検討を行う必要がある。

て選択できるようにする。その他の行事でも ける新たな案を課内で検討した。今年度，立案 どはついたが，準備や当日

感染症予防対策をスムーズに実施できるよう をした結果を踏まえ，行事計画のフローチャー の係の負担は大きくなった。
行事計画のフローチャートやチェックリスト トを作成した。 前期終業式は学部毎に分散

を作成する。 した結果，より生徒の実態

に応じた行事を実施するこ
とができた。

評価指標 評価指標の達成度 総 合 評 価 各学部で児童･生徒に応じ

〔本年度の重点課題〕 １ 各学部の課題をあげ，その 70 ％につい １ 各学部で教育課程についてのアンケートを （評定） た教育課程･教育内容の見直

多様性を育むキャリア教育 て改善案をまとめ，８月中に次年度の教育課 実施した。意見があった学部は，８月中に見 Ｂ しを進めることができている
の展開 程を作成する。 直しを行った次年度の教育課程を作成し，９ が，学部間で共有できればさ

月下旬までに学部で検討，教育委員会への報告 らにキャリア教育に生かされ

〔下位組織レベル〕 を行った。 るのではないかと考える場面
１ キャリア教育の視点から， がある。教務課長･主任から

将来必要な力を養うための教 活動計画 活動計画の実施状況 （所見） 各学部の教務課員で共有，学

育課程・教育内容の見直しを １－①小学部において，授業グループの編成 １－①９月と１２月に教育課程や時間割，学習 アンケートの形式を変更 校全体への周知，進路指導と

行う。 や学習内容について，今年度実施しての課題 グループの編成についてのアンケートを実施し し，教育課程に焦点を当て の連携等を考えていきたい。
点をまとめ，次年度に生かす。 た。課題点をまとめ２月の学部会で報告し，グ た回答を多く得ることがで

ループ編成を考える際に参考にしてもらう。ま きた。各学部において，来

た，出てきた意見を参考に次年度の時間割を作 年度在籍する児童生徒の実
成する予定である。 態を考慮した教育課程・教

１－②中学部において，生徒の実態に合わせ １－②８月に教育課程や時間割，学習内容につ 育内容を設定するよう進め

た授業グループの編成や学習内容について検 いて，１月は８月のアンケートを受けて焦点化 ている。
討する。 し意見を聞いた。問題点をまとめ，２月に学部

会で検討し，年度末までに改善点をまとめる予

定である。
１－③高等部において，職業科の介護の授業 １－③１２月のアンケートを，主に変更点につ

数の変更，生活基礎コースの学習グループ編 いて意見を募る形式にした。課題点は２月の学

成などについて，今年度実施しての課題点を 部会で報告し，年度末までに改善案をまとめる
まとめ，次年度に生かす。 予定である。また，職業基礎コースからコミュ

ニケーションを中心とした学習の要望が高く，

自立活動の時間を増やすことが決定した。

＊ ｢評定｣の基準 Ａ：十分達成できた Ｂ：概ね達成できた Ｃ：達成できなかった



［令和４年度総括評価表 研究課］ （学校名：徳島県立阿南支援学校）

自 己 評 価 学 校 関 係 者 評 価 次年度への課題と
重点目標 評価指標と活動計画 評 価 学 校 関 係 者 の 意 見 今後の改善方策

評価指標 評価指標の達成度 総 合 評 価 研修時のマニュアルの改善

〔本年度の重点課題〕 １ 改訂した指導内容系統表について全学部 １一部指導内容系統表を改訂し ,小学部にて試 （評定） と，研修方法についての見直

多様性を育むキャリア教育の 対象のアンケートを行い，以前より使いやす 行した。小学部教員対象にアンケートを行い 80 しが今後の課題であり ,卒業後
展開 くなったとの回答を教員の 90 ％以上から得 ％の回答率であった。教員からは以前より使い Ｂ を見据えたときにトップダウ

る。 やすくなったとの回答を教員の 90 ％から得る ンでの指導を行う場合には指

〔下位組織レベル〕 ことができた。 導内容系統表だけでなく，高

等部の進路別チェックリストな

１ 全学部の教員からの意見 ２ 専門家派遣事業を活用したコンサルテー ２ コンサルテーションに参加した教員６ 名 ども活用して目標を立案する

をもとに ,指導内容系統表をよ ションに参加し，授業作りや問題行動の改善 にアンケートを実施した。授業作りや普段の指 などの改善が必要であると考

り活用しやすいものにする。 に役立ったと回答した教員が全体の 85 ％以上 導に対してや，問題行動の改善に対して，６名 Ｂ えられる。今後負担感を軽減

になる。 全員が「とても役立った」と回答した。 するため ,系統表については現
２ 子どもたちが自信を持っ 状あるものを使いやすい形に

て参加できる授業作りや問題 活動計画 活動計画の実施状況 （所見） 改善をすすめていきながら ,系
行動の改善のために，全学部 １ー①夏季休業中に，各学部ごとに指導内容 １－①各学部で，新赴任者と希望者を対象とし 指導内容系統表については， 統表の活用については生徒の

で専門家派遣事業を活用する。系統表の使い方について教科担任やクラス担 て，使い方等についての研修を行った。 多くの教員から意見を聞く 実態把握のためにチェックは

任を対象に研修を行う。 ことができた。それにより 随時実施していく。

いくつかの課題点を明確に コンサルテーションについ

することができた。今年度 , てはスムーズに進めることが

１ー② 9 月末までに全教員対象に，指導内容 １ー②１０月に全教員を対象に，指導内容系統 小学部において系統表の中 できるように，各学部に 1 名
系統表についてのアンケートを行う。 表の使い方（使いやすいかどうか等）について に短期目標の「具体例」を ずつ担当者を配置するなどの

のアンケートを実施した。 取り入れたことによって「分 改善が必要であると考える。

かりやすくなった」という また，昨年度同様 SWPBS の取
１－③アンケート結果をもとに必要に応じて １ー③アンケートの意見より，１年間の流れ 回答が多くあり ,実際すすめ り組みを各学部に合った形で

改訂を行うともに，質問が出やすい箇所等に と担当者を明確にしたチェック表を作成した。 ていくにあたって ,具体例の 継続していくことや，学部間

ついての説明マニュアルを作成する。 また，マニュアルについては現在検討中である。 取り入れは必要と考えられ の連携を図りながら進めてい

るため課題の１つと考えら くことも今後必要となってく

２ー①研究課員の中から研修担当を配置し， ２ー①研修担当リーダーが事例を行う学部所 れる。また ,卒業後の生活を ると思われる。それらの課題

計画書作成や指導、研修の実施に当たって， 属ではなかったため，指導等へのサポートが十 考えてすすめていくにあた を検討しながら，今後も取り

担任や担当をサポートする体制を構築する。 分にできていないことが多かった。 って必要とする目標と系統 組んでいきたい。

表の内容にずれがある。（高
等部）という意見に対して

２ー②コンサルテーションを実施し，指導手 ２ー②小・中学部は，AI-PAC のコンサルテ は，進路別チェックリスト

続きの話し合いの機会を２回設定するととも ーションを９月・12 月・１月に実施した。４ を参考にしながら ,今の系統
に学部研修会や報告会を１回以上開催する。 事例で取り組み，それぞれ新しいスキルを習 表から精選し ,高等部の生徒

得するなど指導の成果があった。また ,小学部 を対象とした系統表の検討
を中心に指導内容系統表の改善策に対しての を図っていきたい。

コンサルテーションを７月・1 月に実施した。 専門家派遣事業（コンサ

全学部統一した改善策の検討は難しかったも ルテーション）では，小学

のの ,今後の方向性に対しての課題を共有する 部・中学部で AI-PAC の取
ことができた。高等部では，教員が対応に悩 り組みを進めることができ ,
んでいる事例について講師のアドバイスを受 高等部では ,卒業後の進路を
けながら教員間でアイデアを出し合い検討し 考えた指導をすすめていく

共有する機会を８月・９月・１２月にもつこ にあたって ,課題となる点に
とができた。 ついて講師のアドバイスを

いただきながら ,教員間で共
通理解する時間を持ち ,共有
することができた。

＊ ｢評定｣の基準 Ａ：十分達成できた Ｂ：概ね達成できた Ｃ：達成できなかった



［令和４年度学校評価総括表 図書情報課］ （学校名：徳島県立阿南支援学校）

自 己 評 価 学 校 関 係 者 評 価 次年度への課題と
重点目標 評価指標と活動計画 評 価 学 校 関 係 者 の 意 見 今後の改善方策

評価指標 評価指標の達成度 総合評価
〔本年度の重点課題〕 １ 年間７回以上情報モラルに関する職員研修や １ 研修や啓発を職員会議等において年 （評定） 図書情報課としては ICT 活用
安心・安全な学校づくりの推進 啓発を実施する。また，年度末の調査において，90 間７回実施できた。年度末の調査では，90 B 能力の向上を目指して，一人一

％以上の教員が理解し実践できたと答える。 ％の教員が「理解し，実践できた」と答え 人の教員の意識の改善や向上が
〔下位組織レベル〕 ることができた。 （所見） 必要であり，研修や啓発の工夫

１ 情報モラルに関する指導の 活動計画 活動計画の実施状況 特別に時間を設けるだけ 改善として，小集団のミニ研修

充実改善を図るために，研修や １ 情報モラル教育年間計画をいつでも閲覧でき １ 情報モラル教育年間計画のデータが共 でなく，職員会議等の時間 を学部ごとに開催してきた。し
啓発活動等を計画的に推進す るように配置し，職員会議や職員研修等において，有文書にあることを学部会で周知した。情 を活用することによって， かし，まだまだ改善と改革の必

る。 啓発や研修を年間７回以上実施する。また，年度 報モラルに関する研修や啓発を７回以上実 日常的に意識することがで 要性がある。次年度は担任外の

末の調査を行い成果等を評価する。 施した。 きたものと考えられる。 教員の ICT 機器を使用した教材
〔本年度の重点課題〕 評価指標 評価指標の達成度 総合評価 作成の展示等を企画したい。
多様性を育むキャリア教育の １－① ICT 活用指導力に関する研修や啓発を年間 １－① ICT 活用指導力に関する研修や啓発 （評定） また，PTA 役員会等に出席し

推進 ７回以上実施する。 を年間７回以上実施することができた。 B て，GIGA 端末の使い方を保護
１－② ICT 機器を利活用した授業を年間６回以上 １－② ICT 機器を利活用した授業を年間６ 者にも説明，レクチャーし，理

〔下位組織レベル〕 実施する教員の割合を 90％以上とする。 回以上実施できた教員は 80％であった。 （所見） 解と協力を求めていきたい。

１ 研修や啓発の充実を図るこ １－③児童生徒の一人一台の ICT 機器を利活用し １－③ GIGA 端末に児童生徒に応じたアプ ICT 機器を利活用した授 学校図書館システムも軌道に

とによって，教員一人一人の 易く設定する。学部ごとに必要な研修を企画実行 リケーションの追加を行い，学部ごとにミ 業の実施回数を増やすため 乗り，貸出冊数も増え順調であ
ICT 活用指導力の向上を図る。 する。 ニ研修を実施した。 には， ICT 活用に苦手意識 る。今年度，高等部では図書委

また，ICT 環境や校務システム 活動計画 活動計画の実施状況 のある教員の意識改善が必 員による貸出と返却の作業を行

の充実改善を図ることにより， １－① ICT 活用指導力に関する啓発や研修を年間 １－①研修や啓発活動を職員会議等におい 要である。 うことが人数の関係でできなか
小学部から高等部まで一貫した ７回以上実施するとともに，年度末に職員アンケ て計画的に行った。年度末の調査も実施し った。次年度はぜひ復活させた

系統的な指導や指導に係る校務 ートを実施し，どの授業または場面で実践したか 評価ができた。 い。

等を効果的かつ効率的にできる について調査する。 今年度重点的に取り組んだ事
よう推進する。 １－②時宜を捉えて職員への啓発を図り，具体的 １－② ICT 利活用に関する啓発を行い，年 柄を，次年度以降も引き続き継

な授業実践に関する職員アンケートを年度末に実 度末に授業実践回数の調査を行った。 承・充実発展させていくことが

施し，授業実践の回数等を調査をする。 今後求められる。
１－③各種事業等への積極的な参加を図るととも １－③新型コロナウイルス感染症対策関連

に県費等による備品の充実を図り，視聴覚機器を の事業で，42 インチのテレビ６台が購入
年間２台程度増設できるようにする。 できた。視聴覚関連だけでなく，AppleTV

などの ICT関連機器も充実した。
評価指標 評価指標の達成度 総合評価

〔本年度の重点課題〕 １ 学校ホームページの情報発信を活性化し，更 １ ほとんどのページが６回以上更新でき （評定）

地域とともにある学校づくり 新が必要なページを年間６回以上更新する。 ていたが，一部のページにおいてできてい B
の推進 ない状況もあった。

活動計画 活動計画の実施状況 （所見）

〔下位組織レベル〕 １ 学校ホームページの充実に向けての担当者等 １ 教職員の学校発信意識も高まり，啓発 アプリ等の使い方をレ

１ 地域等に対しての学校ホー への啓発研修を推進する。また，更新頻度が上が 研修の充実を図ることができた。しかし， クチャーするミニ研修の

ムページによる情報発信を活性 るように，更新状況等について時宜を捉えて全職 一部のページにおいて，啓発をしてもなか 機会も多く設けたが，児

化させ，開かれた学校を目指し 員に周知する。また時宜を捉えて，更新ができて なか対応ができていない状況も見られた。 童生徒の実態の違いによ

た取り組みを積極的に推進す いない担当者に更新をするように促す。 って効果的に使うことが

る。 できていない。また，小

学部から高等部まで一貫
した系統的な指導につい

ても難しく，粘り強い啓

発と研修が必要である。

＊ ｢評定｣の基準 Ａ：十分達成できた Ｂ：概ね達成できた Ｃ：達成できなかった



［令和４年度総括評価表 人権教育課］ （学校名：徳島県立阿南支援学校）

自 己 評 価 学 校 関 係 者 評 価 次年度への課題と
重点目標 評価指標と活動計画 評 価 学 校 関 係 者 の 意 見 今後の改善方策

評価指標 評価指標の達成度 総 合 評 価 人権に関する情報発信は，
〔本年度の重点課題〕 １ー①教職員に対して，人権教育に関する情 １ -① 職朝連絡や人権放送，｢サンフラワー｣の （評定） 今年度と同様の方法で，内容

多様性を育むキャリア教育 報発信を行い，80 ％以上が情報を得ることが 紙面をとおして情報発信をし，90 ％以上の｢情報 B を充実させながら実施してい

の推進 できたとの回答を得る。 を得ることができた」の回答を得ることができ きたい。
た。 研修会については，現地研

１ー②児童生徒の人権に関する活動を 3 回以 １ -② 校内では，｢あかるいハートの木｣の作成 修会の方法を改め，それに換

〔下位組織レベル〕 上設定し，校内や校外へ発信する機会を持つ。 にあたり，人権委員会の生徒が各クラスへハー わる研修方法について模索し
１ 人権に関する様々な情報 トのカードを配付したり，あいさつ(さようなら) たい。

発信を行う。 運動を行ったりした。

校外では，人権ポスターや人権の歌の作品募 人権に関する制作活動で
集に応募し，活動の発信をすることができた。 は，当たり前のことに感謝を

活動計画 活動計画の実施状況 （所見） する気持ちや自分や周囲の人

１ー① -1 人権新聞「サンフラワー」の紙面 １－①-1 「サンフラワー」は奇数月に発行して， アンケート結果から，多く を大切にする心の育成を目指

を活用し，職員会議の時間に「プチ研修」を その月々で社会的に話題になっている内容を掲 の教職員が職朝連絡やサンフ し，来年度においても取り組
年間 6回以上実施する。 載して職員に５回（１／ 30 現在）周知すること ラワーで講演やその他の人権 むことができればと考える。

ができた。 に関する情報を得られている しかし，「あかるいハート

ことが分かる。研修会に関し の木」や「平和の折り鶴」等
１ー①-2 8 月と 12 月に校内人権教育研修会 １－① -2 ８月４日に校内人権教育研修会を職員 ては，２回目を実施できず残 の全児童生徒が取り組む人権

を実施する。 と保護者対象に実施することができた。12 月の 念であったが，多くの教職員 活動については，児童生徒の

現地研修会は，新型コロナウィルス感染症拡大 が参加しやすい夏季休業中に 実態の多様化におり，同じ活
のため実施できなかった。 １回実施でき，研修会に関す 動内容では難しい場合がある

１ー① -3 人権教育課の掲示板や職員朝会を １－①-3 講演や研修会の案内を 10 回以上行うこ るアンケートからは，概ね満 と感じる。多くの児童生徒が

活用し，講演や研修会等の案内を 10 回以上を とができた。 足の結果を得られたことは良 参加できるような取り組み内
行う。 かったと考える。 容を考えたり，取り組み方法

１ー①-4 1 月中に教職員に対して情報を得る １－①-4教職員にアンケートを実施した結果，90 を工夫していきたい。

ことができたか，アンケートを実施する。 パーセント以上の「人権教育に関する情報を得 人権委員会が中心となり行

ることができた」の回答を得ることができた。 った「あかるいハートの木」 人権の歌については今年度

１ー② -1 さわやかクラブや人権委員会のメ １－② -1 人権放送については人権委員会とさわ の制作では，全学部の児童生 も新型コロナウイルス感染症

ンバーによる人権放送を昼休み時間に８回以 やかクラブのメンバーで５月から毎月実施でき 1 徒に呼びかけを行った。取り の感染拡大のため，表彰式や
上持つ。 月までで ５回実施できた。（３月までにあと２ 組みをとおして，家族や友だ 学校祭等で実際に歌うことは

回実施予定） ちなどの身近な人への想いを できなかった。来年度は，人

１ー② -2 「平和の折り鶴」づくりを６月か １－② -2 「平和の折り鶴」では６月から７月ま 言葉にしたり，伝えようとし 権新聞やホームページ等をと
ら７月に行い，８月の平和市民祈念集会に献 で児童生徒・教職員に呼びかけて 144 羽作成する たりする様子が見られた。他 おして，発信できる回数を増

納する。 ことができた。阿南市を通じて広島県に献納す 者への感謝や繋がりを感じる やしていきたい。

ることができた。 契機となったと考える。

１ー② -3 県や市が主催する作品募集事業に １－② -3 あいぽーと徳島県主催の募集事業に応 徳島県や阿南市の人権作品 阿南市民平和のつどい実

２回以上応募し，作品発表を行う。 募し作詩作曲部門で人権の歌「ともだちはたか 応募事業において入賞した作 行委員より，「平和の折り鶴」

らもの」が教育長賞を受賞した。人権ポスター 詞作曲部門やポスター作品等 の作成と，本校の児童生徒の
で，阿南市主催の作品では最優秀賞，徳島県主 の発表の機会をとおして，校 阿南市民平和のつどいへの参

催の作品では理事長賞を受賞した。人権の歌「と 内外に広く人権に関するメッ 加及び折り鶴献納の依頼がき

もだちはたからもの」は校内の人権放送で２回 セージを届けることができた ている。折り鶴の作成には例
流した。 と考える。 年参加している。阿南市民平

１ー② -4 人権週間を設定し，制作したもの １－② -4 「あかるいハートの木」の制作では， 「平和の折り鶴」づくりで 和のつどいは夏季休業中であ
を掲示したり，あいさつ運動を行ったりする。 児童生徒に，ハートのメッセージカードに「あ は，児童生徒及び教職員の協 ため，生徒の参加については，

りがとうの気持ち」を書いてもらい，掲示する 力を得て 100 羽を超える折り 早期から計画する必要があ

ことができた。また，下校する児童生徒に玄関 鶴を阿南市を通じて献納でき る。
で「さようなら」運動を行うことができた。 た。平和の大切さに感謝しな

がら取り組むことができた。

＊ ｢評定｣の基準 Ａ：十分達成できた Ｂ：概ね達成できた Ｃ：達成できなかった



［令和４年度総括評価表 生徒生活指導課］ （学校名：徳島県立阿南支援学校）

自 己 評 価 学 校 関 係 者 評 価 次年度への課題と
重点目標 評価指標と活動計画 評 価 学 校 関 係 者 の 意 見 今後の改善方策

評価指標 評価指標の達成度 総 合 評 価 今年度の指導内容を振り返
〔本年度の重点課題〕 １ 自力通学生が自ら感染予防や事故防止を １ 各自が感染予防を怠らず，登下校できてい （評定） り，今年度に発生した事故や

意識して安全に登下校ができる。 た。自転車通学生の事故も無く，各自が安全を B 問題行動について，未然に防

安心・安全な学校づくり 意識して登下校できていた。 ぐための効果的な指導方法を
２ 今年度版の児童生徒捜索マニュアルと不 来年度の通学指導や集会での

〔下位組織レベル〕 審者侵入対応マニュアルを元に訓練を実施す ２ それぞれマニュアルを元に訓練を実施する （所見） 重点指導項目としてまとめ，

１ 感染症予防，事故防止対 る。訓練後にはアンケートを実施し，マニュ ことができた。実施後はアンケートを実施し， 学校安全の日や長期休業 取り組んでいく。

策の徹底 アルや訓練について問題点等あれば職員間で 訓練方法やマニュアルについて共通理解をはか 明けに通学指導を実施し自 不審者侵入対応マニュアル

共有し必要であればマニュアルの改訂等を実 ることができた。不審者侵入対応マニュアルに 力通学生とかかわる中で， は，今年度の訓練の結果を踏
２ 即時の課題共有と解決策 施して共通理解を図ることができる。 ついては，訓練方法も含めて大幅な改訂が必要 学校安全の日の集会を利用 まえて，次年度には大幅な改

の立案・実践 であることを確認でき，来年度に向けて改定案 して，生徒自らが自分の行 訂を行い，訓練方法も見直し

を検討中である。 動を振りかえり，マナーや て実施する。

ルールについて考えさせる
ことができた。自転車点検

も担任の協力もあり毎月実

活動計画 活動計画の実施状況 施することができた。

１ -① 学校安全の日や長期休業明けに阿南駅 １-① 1 月末までに 19 回の通学指導を実施。 児童生徒捜索マニュアル
および南島交差点と坂下横断歩道等で年 20 回 残り 2 月と 3 月の学校安全の日の通学指導を実 と不審者侵入対応マニュア

以上通学指導を行う。 施する予定である。 ルを元に児童生徒捜索訓練

１ -② 自転車通学生に対する毎月の自転車点 １-② 学校安全の日の前後に該当生徒と担任で や不審者侵入対応訓練を計
検の実施率を 90 ％まで高めることができるよ 自転車点検を実施することを担任および該当生 画し実施でき，マニュアル

う該当生徒の担任の意識を高めるとともに該 徒に周知することができ，1月実施分までで 100 や訓練方法について，アン
当生徒への指導を徹底する。 ％の実施率で点検していただくことができた。 ケートや運営委員会の意見
１ -③ 学校安全の日には必ず集会を実施し， １ -③ 自転車通学生と公共交通機関利用通学 を元に改訂や見直しを行い、

登下校時に感染予防や事故防止のためにどの 生に分けて集会を実施した。生徒に問いかけた 教員に周知することができ

ような行動が取れているのか考えさせる時間 り，行動の振り返りをさせて，感染予防や事故 た。
を設ける。 防止の意識を高めることができた。

２ -① 今年度版の児童生徒捜索マニュアルと ２-① 訓練前に周知することができた。

不審者侵入対応マニュアルを改訂点や要点を
説明し，早期に職員に周知する。

２ -② 各訓練の後にはアンケートを実施し， ２ -② 訓練後にアンケートを実施し，実施結
結果を職員に公表する。 果を職員会議で報告することができた。

２ -③ 訓練結果やアンケート結果を元に課会 ２ -③ 予定通り課会を開き，課の意見をまと

を開き，必要であれば改訂等の作業を進め， め，運営委員会と職員会議で教員に周知し，共
迅速に職員に周知し，共通理解を図る。 通理解に努めることができた。不審者侵入対応

マニュアルについては大幅改訂となり現在課の

案を検討中である。

＊ ｢評定｣の基準 Ａ：十分達成できた Ｂ：概ね達成できた Ｃ：達成できなかった



［令和４年度総括評価表 特別活動課］ （学校名：徳島県立阿南支援学校）

自 己 評 価 学 校 関 係 者 評 価 次年度への課題と
重点目標 評価指標と活動計画 評 価 学 校 関 係 者 の 意 見 今後の改善方策

評価指標 評価指標の達成度 総 合 評 価 新型コロナウイルス感染

〔本年度の重点課題〕 １ 「体育の日」と「学校祭」を，感染防 １ 「体育の日」と「学校祭」を，感染症予防 （評定） 症について，次年度はまた

止対策を徹底して，計画，運営することが 対策を徹底して，計画，運営することができた。 Ｂ どのような状況になるかわ

安心・安全な学校づくり できる。 （所見） からないが，県教育委員会
活動計画 活動計画の実施状況 「体育の日」については， の指導や校内や近隣の感染

〔下位組織レベル〕 １－①関係教科等と協議した上で，特別活 １－① 「体育の日」については，７月４日の ９月中旬まで酷暑が続き，感 状況等に応じて，管理職を

動課において感染防止対策を最優先に考え 特別活動課会で協議し，原案を作成した。「学校 染症対策に加えて熱中症対策 中心に職員間で十分な協議

１ 感染症予防，事故防止 て協議し，「体育の日」と「学校祭」の原 祭」については，９月５日の特別活動課会で協議 が必要であった。全職員に協 や共通理解を行い，計画，

対策の徹底 案を作成する。 し，原案を作成した。 力を呼びかけ，練習段階から 運営することが必要と思わ

１－②原案を関係教科，関係各課，学部会， １－② 「体育の日」については，７月５日の テントを増設した。その効果 れる。

運営委員会で協議，調整した上で，職員会 学部会，７月８日の運営委員会で協議して調整し，もあってか，練習によって熱

議に提案し実施要項を作成する。 実施計画を作成した。「学校祭」については，９ 中症などで体調を崩す児童生
月９日の運営委員会で協議して調整し，実施計画 徒は出なかった。管理職の指

を作成した。 導の下、職員一丸となって取

１－③実施要項を基に，各学部や係の進捗 １－③ 「体育の日」については，９月中旬ま り組んだことで，予定通り実

状況を確認する。懸案事項や協議事項が生 で酷暑であったため，練習体制や配慮の仕方につ 施することができた。

じた場合には，その都度管理職等と相談し いて軌道修正し，職員全体に連絡し共通理解した。 「学校祭」については，よ

ながら修正する。修正事項や共通理解事項 「学校祭」については，11 月８日の特別活動課 り慎重に協議し共通理解して

が生じた時には職員会議等で連絡し，共通 会で第２次案の原案を作成し，11 月 11 日の運営 いくため，計画案を２段階で
理解を図りながら準備を進める。 委員会，11 月 21 日の職員会議で協議，決定する 提案し，進めていった。寒い

など，調整と共通理解に努めた。 季節に屋内で行ったため，感

１－④直前に各学部や係ごとに最終確認す １－④ 校務分掌ごとに割りふりしている業務 染症対策はより細かく行う必
るよう依頼する。保護者や全教職員に確認 については，各課長等と連携を図った。体育や美 要があったが，校長の判断や

事項を改めて周知し，認識や行動にズレや 術等，教科や個人に割り振りしている業務につい 指示のもと，全校児童生徒，

違いが生じないようにする。 ては，教科主任等と連携を図った。 保護者，教職員が一体となっ

て取り組み，予定通り実施す

ることができた。
評価指標 評価指標の達成度 総 合 評 価 地域との交流や地域貢献

〔本年度の重点課題〕 １ 高等部作業学習竹和紙班が作成する １ 「竹水石けん」は制作できたが，専用の （評定） について，また新たな方策

「竹水石けん」を交流校や地域の方々に配 建物を持たない本校で作った物は，法律上 配 Ｂ を考え実施していく必要が

地域とともにある学校づく 布し，地域との交流を深める。 布できないことがわかり，実施しなかった。 （所見） ある。

り 活動計画 活動計画の実施状況 「竹水石けん」は配布でき

１－①高等部作業学習竹和紙班がＮＰＯ法 １－① 児童生徒会が，７月５日に名前募集の なかったが，「令和４年度消

〔下位組織レベル〕 人竹林再生会議と連携して制作する「竹水 チラシを配布した。60 通の応募から児童生徒会 費者支援功労者 内閣総理大

１ 地域交流及び地域貢献 石けん」の商品名を，児童生徒会から全校 役員が５点を選定した。この時点で法律上配布で 臣表彰」を受賞した記念とし

活動の展開 児童生徒に公募し，投票又は児童生徒会役 きないことがわかり，活動を停止した。 てクリアファイルを作成し，

員の話し合いで決定する。 交流校の児童生徒やコミュニ
１－②「竹水石けん」をモニターとして使 １－② ティ・スクールの委員の方

用してもらう人や関係機関について，児童 ・児童生徒会役員会では，交流校の友だち以外に，々，地域の方々や関係機関の

生徒会を中心に協議し，決定する。 歌手の米津玄師さんやプロ野球の杉本裕太郎選手 方々，オリックスバファロー

の名前が上がり，配布方法について検討した。 ズの杉本裕太郎選手に配布し

１－③ 「竹水石けん」を使用してもらう １－③ 実施しなかった . た。本校児童生徒の活躍をよ

人や関係機関に配布する。 り多くの方々に知っていただ

１－④「竹水石けん」を使用した人にレビ １－④ 実施しなかった。 く機会になったと考える。

ューを書き込んでもらう欄をホームページ

内に設ける。
１－⑤ホームページ上の書き込みを校内の １－⑤ 実施しなかった。

児童生徒に紹介し，地域の方々の反応や感

想にふれられるようにする。

＊ ｢評定｣の基準 Ａ：十分達成できた Ｂ：概ね達成できた Ｃ：達成できなかった



［令和４年度学校評価総括表 進路指導課］ （学校名：徳島県立阿南支援学校）

自 己 評 価 学 校 関 係 者 評 価 次年度への課題と
重点目標 評価指標と活動計画 評 価 学 校 関 係 者 の 意 見 今後の改善方策

評価指標 評価指標の達成度 総 合 評 価 引き続き，新型コロナウ

〔本年度の重点課題〕 １すべての生徒が就業体験中の健康観察表を毎日 １すべての生徒が就業体験中の健康観察表を （評定） イルス感染症防止対策をと
安心・安全な学校づくり 記入し，感染予防の徹底ができる。 毎日記入し，感染予防の徹底ができた。 B ったうえで就業体験を実

活動計画 活動計画の実施状況 （所見） 施したい。本人と保護者

〔下位組織レベル〕 １－①保護者に新型コロナウイルス感染防止対策を １－① 就業体験実施時に保護者に新型コロナ 常に新型コロナウイルス感 の希望を尊重した丁寧な進

１感染症予防，事故防止対策の とったうえでの就業体験への参加の有無を選択して ウイルス感染症防止対策をとったうえで就業 染状況をみながら実習を立案 路指導や担任の先生方には

徹底 もらう。 体験への参加の有無を選択し，実施の ・計画・実施し実習先とも連 本人・保護者の考えを面談

場合は参加願いを提出してもらった。 絡を密にして就業体験を実施 でしっかり聞き取っていた

１－②就業体験中，生徒の朝・夕の 検温と健康チ １－② 就業体験中，生徒の朝・夕の検温と健 した。概ね計画通りに実施で だき進路指導課に伝えてい
ェックを毎日保護者が行い，健康観察表に記入，確 康チェックを毎日保護者が行い，健康観 き，高等部３年生の進路につ ただくことが大切である。

認印を押し実習に参加する。 察表に記入，確認印を押し実習に参加するこ いては関係機関との円滑な連 そのためには進路に関する

とができた。 携ができ本人・保護者の希望 いろいろな情報を整理し密

評価指標 評価指標 に沿った進路決定ができた。 に伝達を図っていきたい。

〔本年度の重点課題〕 １－①就業体験を年２回以上実施する。 １－①就業体験を年２回以上実施すること 計画にはなかったがキャリ また，関係機関との連携

ができた。 ア教育出前講座や会社見学等 を図りながら就職や施設利
多様性を育むキャリア教育の展 １－②本人，保護者，担任と意思疎通をはかり， １－②本人，保護者の希望を担任が家庭訪 を行うことで生徒の就労意欲 用，卒業後の住居の問題に

開 生徒の実態と希望を把握する。 問や面談，ケース会等で聞き取り進路担当 が高まった。 ついて取り組んでいきた

者と話し合いをすることで生徒の実態や進 い。

路の希望につて把握ができた。

１－③進路希望先を複数回訪問し，進路先の状況 １－③複数回訪問することで進路先の状況把
〔下位組織レベル〕 を把握する。 握ができた。

２－①進路相談会 ２－①高２年生は１月に拡大進路相談を行い

１生徒の実態や希望，進路先 高２で拡大進路相談を実施する他，必要に応じて 各関係機関の顔合わせや卒業後の進路につい

の状況等をふまえた就業体験 実施する。 ての話し合いを実施した。

を実施する。 ２－②進路説明会 ２－②７月・９月に実施した。１２月には中
７月に高１・高２の保護者，９月に高３の保護者 学部保護者を対象に進路説明会を行った。

児童生徒，保護者，教職員，関 を対象に進路説明会を実施する。

係機関との意思疎通と情報共有 ２－③進路だよりを年二回（学期末）発行する。 ２－③９月に１回発行した。次回は３月に発
をはかる。 行予定。

２－④「南部Ⅰ自立支援協議会」「障がい者雇用を ２－④南部Ⅰの定例会や協議会や各種会議に

右上がり！企業ネットワーク」の定例会に参加す 参加し各関係機関と連携することができた。
る。その他，必要に応じて関係機関との連携をは

かる。

活動計画 １－①就業体験の実施

１－①就業体験の実施 通年 ・職場開拓

通年 ・職場開拓 ５月 ・希望の把握，計画，事前指導

５月 １０月・希望の把握，計画，事前指導 ６月 ・実施，事後指導，評価表作成

６月 １１月・実施，事後指導，評価表作成 １０月 ・希望の把握，計画，事前指導
１１月 ・実施，事後指導，評価表作成

２－①進路相談会 ２－①進路相談会

１月 ・拡大進路相談計画立案 １２月 ・拡大進路相談計画立案
・関係機関との日程調整等 ・関係機関との日程調整等

２月 ・実施 １・２月 ・実施

その他 随時受け付け その他 随時受け付け
２－②進路説明会 ２－②進路説明会

６月 ８月 ・案内状作成 ６月 案内状作成 ７月 実施

７月 ９月 ・実施 ８月 案内状作成 ９月 実施
１２月 ・中学部保護者対象に実施

２－③進路だより ２－③進路だより

１０月 ３月 ・原稿作成・発行 １０月 ３月 ・原稿作成・発行
２－④関係機関との連携 ２－④関係機関との連携



南部Ⅰ自立支援協議会定例会…毎月参加 南部Ⅰ自立支援協議会定例会…毎月参加
企業ネットワーク…運営委員会・研修会参加 企業ネットワーク…運営委員会・研修会参加

その他…随時 その他…随時

＊ ｢評定｣の基準 Ａ：十分達成できた Ｂ：概ね達成できた Ｃ：達成できなかった

［令和４年度学校評価総括表 特別支援教育課］ （学校名：徳島県立阿南支援学校）

自 己 評 価 学 校 関 係 者 評 価 次年度への課題と
重点目標 評価指標と活動計画 評 価 学 校 関 係 者 の 意 見 今後の改善方策

評価指標 評価指標の達成度 総 合 評 価 巡回相談等のセンター的機能に

〔本年度の重点課題〕 １－①本校及び地域の教員の専門性向上，指導 １－①本校及び地域（阿南市・小松島市及 （評定） 関するニーズは依然として高い状

力の向上を図るため公開研修会を実施する。 び県内特別支援学校）の教員の専門性向上， Ｂ 況にある。特別支援学級担任者研

指導力の向上を図るため，夏季休業中に公 修会参加者からも「本校の巡回相

開研修会を実施した。 談を利用したい」との意見があっ

地域とともにある学校づく １－②本校教員の専門性向上，指導力の向上を １－②本校の新規赴任者及び初任者を中心 たように本校においても同様の状

り 図る研修会を５回以上開催する。 に，指導力の向上を図るための研修会を７ 況にある。地域からのすべてのニ
回開催した。 ーズに対応するのは困難であるた

１－③地域の特別支援教育の推進を図るため， １－③阿南市及び小松島市の小・中学校数 め，リモートシステムを有効的に

〔下位組織レベル〕 総合教育センターと連携し，特別支援学級担任 校を対象に特別支援学級担任者に対する研 活用するなど，効率的な相談対応

者や初任者への研修を担当する。 修や県内の初任者を対象にした研修を実施 （所見） や研修実施を進めていければと考

した。 「特別支援教育地域ま えている。

１ 本校教員の専門性，指 １－④地域の特別支援教育の推進を図るため， １－④５月から７月にかけて，月に１度ひ るごと専門性向上事業」

導力の向上を図るとともに， ひまわり教室（阿南市）への支援を３回以上行 まわり教室へ訪問し，学習内容の検討や今 による公開研修会では，

地域の特別支援教育に貢献で う。 後の運営方法について話し合った。 全国的にも著名な川上先

きるよう，センター的機能の 活動計画 活動計画の実施状況 生の研修を受けることが

充実を図る。 １－①「特別支援教育地域まるごと専門性向上 １－①「特別支援教育地域まるごと専門性 でき，参加者からも「明
事業」を活用し，外部講師による研修会を開催 向上事業」を活用し，リモートシステムに 日からの実践に活かせる

する。 て，東京都立矢口特別支援学校の川上康則 内容であった」等の意見

氏による公開研修会を実施した。 を聞くことができた。

１－②本校教員を講師とし，専門性，指導力の １－②本校の特別支援教育コーディネータ 本校教員が校内外で講

向上に繋がるような研修会を５回以上実施する。 ーや巡回相談員が年度当初及び夏季休業中 師を担当した研修会にお

等，計画的に個別の教育支援計画や本校の いても，専門性及び指導

センター的機能についての研修会を時季を 力の向上につながる内容

捉えて実施した。 での実施ができた。

１－③特別支援学級担任者や初任者への研修を １－③特別支援学級担任者への研修では，
担当し，特別支援教育及び本校のセンター的機 障がい特性の基本的な理解と対応や自立活

能について周知を図る。 動について実施した。実施後のアンケート

では，「巡回相談を利用したい。」との意見

があった。初任者への研修では，特別支援
教育コーディネーターや巡回相談員の役割

について，本校での活動を例に挙げながら

実施した。

１－④巡回相談員がひまわり教室に定期的に訪 １－④ひまわり教室への訪問時には，教室
問し，サポート及び助言を行う。 内で支援者へのサポートや動画録画等の環

境整備を行った。授業後の反省会では，学

習内容の検討や今後の運営方法について支
援者と話し合った。

＊ ｢評定｣の基準 Ａ：十分達成できた Ｂ：概ね達成できた Ｃ：達成できなかった



［令和４年度総括評価表 保健環境課］ （学校名：徳島県立阿南支援学校）

自 己 評 価 学 校 関 係 者 評 価 次年度への課題と
重点目標 評価指標と活動計画 評 価 学 校 関 係 者 の 意 見 今後の改善方策

評価指標 評価指標の達成度 総 合 評 価 今後の感染症に対する国や

〔本年度の重点課題〕 １ 感染症予防対策（健康観察や手洗い・手指消 １ 感染症予防対策を徹底できたという教員 （評定） 県の方針に則り，引き続き必

毒，マスク着用，定期的な消毒，給食における予 の評価がは 94.4 ％であった。一部のクラス B 要な感染症予防対策が実施で

安心・安全な学校づくり 防対策）が徹底されたという教員の評価が 80 ％以 においてマスク着用が不十分であると評価さ きるように，組織的に取り組
上となる。 れた。 （所見） めるようにする。

２ ５種類の緊急対応についての研修において，教 ２ ５種類の緊急対応についての研修におい マスク着用が不十分で 緊急対応に対する重要性を

〔下位組織レベル〕 員の参加率が 90％となる。 て，すべて 90 ％以上であり，全研修の教員 あるとの評価があった 周知し自分のこととして捉え
の参加率は 98％であった。 が，ほとんどの教員が感 ることができるように啓発す

１ 児童生徒が安心・安全に学 活動計画 活動計画の実施状況 染症予防対策に積極的に るとともに，年度初めの繁忙

校生活を送ることができるよう １－①登校後と下校前の健康観察表を各クラスに配 １－①登校後と下校前の毎日最低２回の検温 取り組み，課題は特に見 期に時間的制約がある中，必

に感染予防対策の徹底を図る。 布し，表に基づいて担任が児童生徒の検温・観察を と健康観察を実施し，健康観察表に記録した。られなかった。指導をし 須研修をどのように実施して
行う。異常の早期発見に努め，迅速に対応する。 普段と体調が少しでも異なる場合は，養護教 ても，実態や特性からマ いくか，今後も課会等で協議

２ 教員対象の研修を計画し， 諭に連絡する等，迅速に対応した。 スク着用が難しい児童・ ・検討していく必要がある。

傷病者発生時の緊急対応につい １－②給食当番チェック表，健康観察表（教員用） １－②給食当番チェック表や教員の健康観察 生徒がいるため，教員に
て，意識やスキルを高める。 を作成し，給食当番の健康状態等を確認する。給食 表を各教員が記録していくことで，衛生面や よっては予防対策の徹底

においては，密を避けるための環境設定を行う。 健康管理面への意識を高めることができた。 の評価を厳しく判断して

１－③感染症予防対策チェック表を作成し，それぞ １－③感染症予防対策チェック表へのチェッ いると考えられる。
れの項目（a 手洗い，b 手指消毒，c 換気，d 定期的 クを毎月末にクラス毎に依頼した。チェック 緊急対応についての研

な消毒，e マスク着用，f 保健室との連携，g 児童生 結果は職員会議で報告し，対策の継続を呼び 修は，資料配付や動画視

徒への指導について）について，月に１回クラス毎 かけた。換気については昼休み毎に生活委員 聴等により研修内容の理
にチェックして振り返るようにする。 会が校内放送で励行を呼びかけた。養護教諭 解が更に深まった。動画

が校内巡視を行った。 視聴による緊急対応訓練

１－④月１回の課会において，校内ガイドラインや １－④月１回の課会では，感染予防対策や校 は，自分の都合の良い時
感染予防対策の不備や改善点を話し合い，健康管理 内の状況を話し合った。健康管理や環境衛生 間に何度も見返すことが

や環境衛生を良好に保つ取り組みを進める。決まっ の改善点については，職員会議や学部会で具 できて有効だった。

たことや現状を月１回の職員会議等で周知・提案 体的に説明し，周知した。
し，感染予防対策の徹底を図る。

２－① 研修の内容について，緊急対応のポイント ２－①それぞれの研修において，デモンスト

をまとめた資料を作成し，配布する。内容によって レーションをしながら資料の説明を行い，実
は，場面や状況を設定して，実際の対応を撮影した 技の練習を行った。緊急対応研修は，感染症

動画を作成し，研修に活用する。 予防の観点から動画試聴形式で行った。

２－② 参加時に名簿チェックを実施し，研修後に ２－②研修後に参加者名簿とアンケートで参
集計する。 加率を集計した。緊急対応訓練については課

会・学校保健委員会でアンケート結果を報告

し，次回に向けて検討を行った。

＊ ｢評定｣の基準 Ａ：十分達成できた Ｂ：概ね達成できた Ｃ：達成できなかった


